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Abstract  Specimens of a species of the genus Temno-

sewellia Damborenea and Cannon (Temnocephalida: 

Temnocephalidae) were collected from the exoskeleton 

of two species of freshwater crabs, Geothelphusa 

exigua Suzuki and Tsuda (Decapoda: Potamidae) and 

Eriocheir japonica (De Haan) (Decapoda: Varunidae) 

in the head waters and upper streams of some rivers in 

the Ohsumi Peninsula, Kagoshima Prefecture, southern 

Japan. Individuals of this temnocephalid were found to 

transfer from G. exigua to E. japonica in an experi-

mental tank.

　はじめに

截頭類 Temnocephalida（扁形動物門有棒状体綱

棒腸目）は，淡水産の十脚甲殻類，昆虫類，貝類，

カメ類など様々な動物を宿主とする一群である

（例えば内田，1965）．宿主は付着するための基質

である他，効率よく餌を獲得するために利用され

ると考えられている（Jennings, 1971）．体は平た

く長卵形または卵形で，多くの種が 2–12本の触

手を前端に，また 1ないしは 2つの吸盤を後端に

もつ特徴的な形態を示す（内田，1965）．世界中

の熱帯から亜熱帯域を中心に広く分布しており

（内田，1965），わが国においてはヌカエビ

Paratya improvisa Kemp（十脚目ヌマエビ科）を

宿主とするエビヤドリツノムシ Scutariella 

japonica（Matjašič）（Scutariellidae 科 Scutarie-

llinae亜科），オーストラリア西部から Cherax 

tenuimanus（Smith）（十脚目ミナミザリガニ科）

とともに持ち込まれた，外来種のオーストラリア

ザリガニヤドリツノムシ Temnosewellia minor 

(Haswell, 1888）（ヤドリイツツノムシ科）などの

報告がある（例えば，内田，1965；川勝ら，

2007）．九州南部から琉球列島にかけては，カッ

シ ョ ク サ ワ ガ ニ Geothelphusa marginata fulva 

Naruse, Shokita and Shy（= ミヤザキサワガニ G. 

miyazakii Miyake and Chiu）（十脚目サワガニ科）

やモクズガニ Eriocheir japonica (De Haan)（十脚

目モクズガニ科）の体表から，Temnocephala属（ヤ

ドリイツツノムシ科）に属するとみられる種が発

見されている（岡田，1938；鈴木ら，1983；岩田

ら，2004；Kawakatsu et al., 2004, 2007）．本研究

では，鹿児島県大隅半島の河川源流域や上流部に

生息するカニ類を調査し，ミカゲサワガニ

Geothelphusa exigua Suzuki and Tsudaとモクズガ

ニの体表に付着するヤドリイツツノムシ属の 1種

Temnosewellia sp.（ヤドリイツツノムシ科）を発

見した．本報告では，本種の形態を述べるととも

に，野外調査と水槽内飼育観察から得られた本種

の共生生態や生息環境などについて報告する．な

お，本報告では截頭類の分類体系上の取り扱いお

よび標準和名については巌佐ら（2013）に従い，

棒腸目 Rhabdocoelaの下位分類群とした．また，

Temnocephalidaeと Temnosewelliaの標準和名は川

勝ら（2007）に従った．

大隅半島産淡水性カニ類 2種の体表に付着していた
截頭類ヤドリイツツノムシ属の 1種（ヤドリイツツノムシ科）
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　材料と方法

2012年 11月 8–9日に鹿児島県大隅半島の 2地

点（錦江町雄川源流域，肝付町一ツ谷川上流部，

図 1A–B）と薩摩半島の 2地点（南九州市頴娃町

馬渡川中流部，南九州市川辺町野崎川上流部）に

おいて，淡水性カニ類に付着する截頭類の分布調

査を行った．カニ類は直接採集したほか，有村憲

三郎氏（垂水市）が同年 10月 20日前後に大隅半

島垂水市本城川上流部にて漁獲し，ため池とプラ

スチックタンク内で飼育していたモクズガニを

譲っていただいた．頭胸甲を計測したカニ類につ

いては，甲長 ×甲幅（括弧内に平均値，cm）を

本文中に示した．また，截頭類が付着したミカゲ

サ ワ ガ ニ 15 個 体 と と も に， ガ ラ ス 水 槽

（60×30×36 cm）で 3か月間飼育し観察した．さ

らに，ガラス水槽（30×18×23 cm）では，截頭類

が付着したミカゲサワガニ 3個体を，兵庫県明石

市湯ノ池で採集された截頭類の付着が無いモクズ

ガニ 1個体とともに飼育し，宿主間の移動が起こ

るかを一週間調べた．水槽底面には粒径 2–3 mm

の砂礫と 5 cm程度の小石を敷き，隠れ場所とし

て流木を配置した．水道水を１日以上爆気して飼

育水とし，濾材には水作エイトM（水作株式会

社製）を使用した．カニの餌として，釣り餌用の

冷凍エビを水道水で洗って与えた．飼育水温は

12–17℃であった．

本研究で採集された截頭類は，99.5%エタノー

ルまたは 2.5%グルタルアルデヒドで固定および

保存したほか，カバーグラスとスライドグラスで

圧平し，AFA溶液（70%エタノール，フォルマ

リン，無水酢酸を 20：1：1の比率で混合）で固

定および保存したのち，形態を光学顕微鏡下で観

察した．標本の一部は，琉球大学資料館（風樹館，

RUMF）に収蔵されている（RUMF-ZF-00006，

00007，00008）．

　結果と考察

ヤドリイツツノムシ属の 1種の形態学的特徴と宿

主における付着状況

採集された截頭類は，次の特徴 1）体の前方に

5本の触手をもつ ; 2）後方に 1つの吸盤をもつ ; 3）

眼が黒色 ; 4）体および触手表面には明瞭な乳頭

状突起や鱗状の構造物が無い ; 5）体表を覆う

syncytial plateが 5枚から構成され，触手後方に

存在する post-tentacular syncytiumが 2枚に分かれ

ない（Damborenea and Cannon, 2001; Sewell et al., 

2006参照）を有したことから，ヤドリイツツノ

ムシ属の 1種 Temnosewellia sp.であると判断され

た．本種の生時の体色は白色や橙色，またはその

中間色を呈し（図 1 D，F，G），生体の体長（触

手は含まず）は小さい個体で 1.3 mm，大きい個

体では 4.5 mmに達した．

本種は，ミカゲサワガニとモクズガニの頭胸

甲腹面側縁周辺や第 1胸脚（鉗脚）および第 2–5

胸脚（歩脚）の底節から長節にかけて多く付着し

ていた（図 1 D，G）．また，同所には黄色い繭型

の卵（長径 0.8–0.9 mm）も産み付けられていた（図

1 E，G）．本種は付着個体が多数である場合など

には，ときおり宿主の頭胸甲背面にも付着してい

た（図 1C）．通常，宿主の体表には体の後部にあ

る吸盤で付着していたが（図 1D，F，G），移動

の際には触手基部周辺を宿主体表に押し付け，体

後部を引き寄せる行動を繰り返し，シャクトリム

シのようにすばやく這う様子が観察された．

ヤドリイツツノムシ属の 1種の生息状況

大隅半島雄川源流域（図 1A）は転石が多く存

在する沢で，調査日における川幅は広いところで

2 m程度，水深は深いところで約 10 cmあったが，

ほとんどの場所において 2–3 cm程度と非常に浅

かった．ミカゲサワガニとサワガニ G. dehaani

（White）が転石や倒木下から発見され，前者の個

体数が多かった．ミカゲサワガニ 30個体［1.10–

2.00（1.47）×1.40–2.30（1.81）cm］についてヤド

リイツツノムシ属の 1種の付着状況を目視で調べ

たところ，22個体（73.3%）に付着が確認された．

一方，サワガニは 5個体発見されたが，いずれに

も本種の付着はみられなかった．大隅半島一ツ谷

川上流部（図 1B）における調査地周辺の川幅は

5 m以上あり，水深は深いところでは 30 cmを超

え水量も多かった．川底から得られたモクズガニ
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図 1．A）大隅半島錦江町雄川源流域．B）大隅半島一ツ谷川上流部．C）ヤドリイツツノムシ属の 1種が付着する雄川源流域産ミカゲサワガニ．D）
ミカゲサワガニの頭胸甲周辺や胸脚基部に付着するヤドリイツツノムシ属の 1種（体長約 3.5 mm）．E）歩脚にヤドリイツツノムシ属の 1種の卵（白
矢印）が付着した一ツ谷川上流部産モクズガニ．F）モクズガニに付着するヤドリイツツノムシ属の 1種（体長約 4.5 mm）．G）モクズガニに付着
するヤドリイツツノムシ属の 1種（体長約 4.0 mm）とその卵（長径約 0.8 mm, 白矢印）．H）水槽飼育によりミカゲサワガニからモクズガニに移
動したヤドリイツツノムシ属の 1種（体長約 3.5 mm, 黒矢印）．スケール：C）1.0 cm；E）3.0 cm．
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1個体（4.35×4.55 cm）と，転石下から得られた

ミカゲサワガニ 2個体全ての体表に本種の付着が

みられた．大隅半島本城川で採集されたモクズガ

ニ 4 個 体［4.50–5.60（5.08）×5.00–5.60（5.44）

cm］にも，本種の付着がみられた．著者のひと

り宮崎は，これまでに大隅半島の様々な河川で多

くのミカゲサワガニとサワガニを観察し，前種に

は本種が付着しているのを頻繁に目視したが，サ

ワガニへの付着はわずか 1例観察されたのみであ

る．本研究では調査地において，ミカゲサワガニ

とモクズガニは水中にみられたが，サワガニは水

中よりも水際や水から離れた湿った石の下によく

みられた．このことが，サワガニへの付着が起こ

りにくい一因となっているかもしれない．一方，

薩摩半島馬渡川中流部および野崎川上流部からそ

れぞれ得られたモクズガニ9個体［0.83–5.34（3.90）

×0.95–5.66（4.16）cm］と 1個体（3.29×3.45 cm）

には，本種の付着は全くみられなかった．

水槽内飼育および行動観察

ヤドリイツツノムシ属の 1種の付着したミカ

ゲサワガニを，水槽内で飼育した．餌の冷凍エビ

を水槽内へ投入してほどなく，石や流木下に隠れ

ていたミカゲサワガニが捕食のために出現した．

その際，本種は吸盤で宿主の体表に付着しつつ触

手を突っ張り伸長させ，体を前後に振る様子が観

察された．冷凍エビが本種の頭部に付着した際に

は，自力でこれを排除する行動もみられた．また，

冷凍エビを与えた翌日，一部の個体は乳白色の消

化管が桃色へと変化していた．ミナミザリガニ科

の 1種 Cherax quadricarinatus (Von Martens) を宿

主とする截頭類の 1種 Diceratocephala boschmai 

Baerは，宿主が付属肢で撹拌するデトリタスや

食べこぼしを摂食すると考えられている（Jones 

and Lester, 1992）．このため，本種も冷凍エビを

摂食した可能性がある．

本種の付着したミカゲサワガニを，付着の無

い兵庫県産モクズガニとともに飼育した際，飼育

開始から 2日後にモクズガニの体表に 22個体の

付着が見られた（図 1H）．また，水槽の壁面に付

着している個体も観察された．このことから，本

種は野外でも宿主から自由に離れ，また頻繁に宿

主を乗り換えていることが考えられる．

　今後の課題

わが国における截頭類の研究は，分類の困難

さなどからほとんど進められておらず，その分布

や種数も明らかにされていない．中でもヤドリイ

ツツノムシ科については，外来種であるオースト

ラリアザリガニヤドリツノムシのみしか，種まで

の同定が行われていない（例えば，Oki et al., 

1995）．オーストラリアザリガニヤドリツノムシ

が属するヤドリイツツノムシ属は Temnocephala

属と非常に似た形態を示し，判別には光学顕微鏡

や走査型電子顕微鏡による微細な構造の観察が必

須である（Damborenea and Cannon, 2001; Sewell et 

al., 2006参照）．また本属は，もともと Temno-

cephala属の種として記載されたオーストラリア

ザリガニヤドリツノムシをタイプ種として，2001

年に創設された（Damborenea and Cannon, 2001）．

これ以前に岡田（1938）や鈴木ら（1983）により

琉球列島から Temnocephala属として報告された

種は，2属の判別形質に関する記述がなく属の決

定が行えない．また，岩田ら（2004）により宮崎

県から報告された Temnocephala属の１種につい

ても，観察は不十分である．さらに，Kawakatsu 

et al. (2004）は鈴木ら（1983）が西表島と種子島

産から報告した Temnocephala属とみられる種を

Temnosewellia semperi (Weber）（= Temnocephala 

semperi）としたが，実際に標本の観察に基づい

た種同定は行っていない．Kawakatsu et al. (2007）

は他にも Temnocephala属やヤドリイツツノムシ

属とみられる種が日本各地に生息するとし，鹿児

島県からは大隅半島志布志市志布志町安楽川産の

Temnocephala属の 1種の標本を得ている．本研

究から得られたヤドリイツツノムシ属の 1種と併

せて，他産地より発見された標本について詳細な

形態観察を行い，属の決定および種同定する必要

がある．また，本研究では，薩摩半島より採集さ

れたモクズガニにはヤドリイツツノムシ属の 1種

の付着がみられなかったが，限られた日数でわず

かな河川の狭い範囲について調査を行ったに過ぎ
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ない．調査地点を広げ，通年の調査を行うことで，

分布や出現の季節性についても明らかにすること

が求められる．
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